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厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業） 

平成 30 年度 分担研究報告書 

 
外来における抗菌薬適正使用を推進、支援する手法に関する研究 

 
具 芳明 （国立国際医療研究センター病院 AMR リファレンスセンター・室長） 

 

研究要旨 

  抗菌薬適正使用に関して各地の医師会を通じて行ったアンケート調査結果の解析を進めた。

抗微生物薬適正使用の手引き第一版の認知度は高くないものの、手引きを読んだ医師の 2/3

は抗菌薬適正使用を意識していた。手引きを利用していない回答者は「すでに実践している」

と「内容はわかるが実践は難しい」の 2群に大きくわかれ、後者の実践を支援することが必要

と考えられた。そこで、アンケート調査でニーズの高かった患者向け説明用資材を作成するこ

ととし、協力医師会からのフィードバックを得ながら最終版を作成した。 

 

 

A．研究目的 

 日本政府が 2016 年 4 月に発表した薬剤

耐性（AMR）対策アクションプラン（以

下アクションプランとする）に基づいて

様々な施策が行われている。医療現場と

くに外来医療における感染症診療や抗菌

薬適正使用の現状を知るため、各地の 10

医師会の協力を得て昨年度アンケート調

査を行った。本研究はその結果を踏まえ

て臨床現場のニーズを確認するとともに、

ニーズに応えるための資材を作成し、ア

クションプランの推進に資することが目

的である。 

 

B. 研究方法 

 本研究班で 2017 年 10-11 月に行ったア

ンケート調査の結果を検討し、臨床現場

において抗菌薬適正使用を推進するため

に効果的な手法を探った。 

 その結果を踏まえ、患者説明用の資材

を作成することとした。厚生労働省が作

成した抗微生物薬適正使用の手引き第一

版（以下、手引き）に基づき、急性気道

感染症（感冒、急性鼻副鼻腔炎、急性咽

頭炎、急性気管支炎）の患者に対して抗

菌薬を処方しない際に医師が説明用に用

いることを目的に作成した。 

 作成した資材はアンケート調査に協力

した 10 医師会に 2019 年 1 月から 2 月に

かけて送付し、内容についてのフィード

バックを求めた。得られたフィードバッ

クを踏まえ、2019 年 3 月末までに資材の

完成版を作成した。 

 

C.研究結果 

 2017 年に行ったアンケート調査結果を

再検討したところ、手引きを知っていた

回答者 233 名のうち 64.4%が手引きを通

じて抗菌薬適正使用についての意識が変

化したと答えていた（かなり意識するよ

うになった 32.6%、多少意識するようにな

った 31.8%）。手引きをあまり活用しなか

った 111 名が活用しなかった理由は、「す

でに実践している」（44%）と「内容は分

かるが実践するのは難しい」（37%）に大

きく二分されることが判明した。抗菌薬

適正使用を推進するために必要なツール

としてマニュアル・ガイドライン（59.9%）
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に次いで患者向けパンフレット（48.3%）

が選ばれていたことから、抗菌薬適正使

用の実践を推進することを目的に患者向

け説明用資材を作成する方針とした。 

 患者向け説明用資材は、手引きに取り

上げられている急性気道感染症を対象に、

診察した医師が抗菌薬不要と判断した際

に説明に用いるための資材を作成し、ア

ンケート結果報告とともに各医師会に

20-50 部ずつ送付し、フィードバックを得

た。その結果を元に資材の最終版を作成

した。（図 1） 

 

D.考察 

 日本で使用されている抗菌薬の多くは

外来で処方されている経口抗菌薬である。

アクションプランでは抗菌薬の使用量を

2020年までに2013年比で33%削減する目

標を立てているが、もっとも処方の多い 3

系統の経口抗菌薬については 50%削減と

さらに高い目標を立てている。アクショ

ンプランを遂行するには外来診療を行う

医師の処方行動を変えることが必須であ

る。 

 入院診療における抗菌薬適正使用の推

進には抗菌薬適正使用支援チームの活動

が有効と期待されている。しかし、外来

診療における抗菌薬適正使用の推進につ

いては、手引きの公開はあるものの、ま

だそれに次ぐ取り組みが少ないのが現状

である。 

 そこで、本研究では平成 29 年度に行っ

た調査結果の解析を進め、外来診療にお

ける抗菌薬適正使用を推進するために何

が必要かを検討し、それに基づいて患者

向け説明ツールを作成した。調査結果か

らは、医師自身に対する資材と患者に対

する資材の要望が多く、国内ではこれま

でにあまり作成されてこなかった患者向

け資材の作成に着目した。アンケート調

査に協力した医師会会員からは概ね好評

であり、この資材を公開して臨床現場で

の活用を促していく予定としている。 

 

Ｅ.結論 

 診療所を中心とした医師におけるアク

ションプランや手引きの認知度は必ずし

も高いとは言えないが、抗菌薬適正使用

の意識は高い。臨床現場を支援するツー

ルとしてニーズの高い患者向け説明資材

を作成した。 

 

Ｆ．研究発表 

1)論文発表 ： なし 

2)学会発表 
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AMR 対策の重要性、第 92 回日本感染症

学会学術講演会 第 66 回日本化学療法学

会総会 合同学会、岡山、2018 年 6 月 
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学療法学会東日本支部総会 合同学会、東

京、2018 年 10 月 

3. 藤友結実子、具芳明、大曲貴夫：医師

会員を対象とした、抗菌薬適正使用の推

進に関するアンケート調査、第 93 回日本
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Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

1)特許申請 ： なし 
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2)実用新案登録 ： なし 

3)その他 ： なし 
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資料 
 
 急性気道感染症の患者向け説明資材 
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